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Abstraet

Theso-CalledFive･yearElectricPowerDevelopmentPlan,Whichaims atincreasing

electric power generation,both hydraulicand thermal,aS a part OfJapan,s Five

year EconomicReconstructionProgram,has becomethe focus of attention among

the circles concerned.

This paper gives an outline of the plan,emphasizesits urgency,and thende･

SCribes about the electric powerdevelopment schedulefor thecurrentyear.

Tablelis the comparison between the Five-year Economic Reconstruction Plan

and the reconstruction program as suggestedinthe Strike,s Report,both of which

placeimportance on the electric power devolopment.

Tables2and3showthedetai1softheFive-yearElectric Power DevelopmentPlan.

Resurrection of electro-Chemicalindustries,reCOVeryOfindustrialplants,eXtended

useof electricityathomes,andotherfactors haveincurred an acute shortageof

electricitybeginning as early asthe yearfollowingtheterminationofwar,andsuch

situation haslittle been amended.

Table4indicatestheratiosofenergysources consumedinJapan,Shows coaland

hydraulic power occupy thelarger portion.

Sincethe war ended,COaland hydraulic power have become closerinamountsof

COnSumption.In view of the meager coalresourcesinJapan and the saturationin

itsproduction,hydraulicpowerresourcesshouldfirst of allbe developed,Saving

COalfor use as chemicalmaterials.

OnJune31949,the development of the hydraulic pro5ectson Table5 which

amounts to a total1,180,000kWoutputwasauthorizedbyG.H.Q.OnSeptember19
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Same year,the steam power projects on Table6werealso auth0rized to build.

The fundamental policies for deciding their priority orders were;釦stly,the

COnStruCtion period should be short and contribute much to break theunbalancein

thedemandandsupplyof power;SeCOndly,the construCtioncostshouldbesmall,

and their operation be economicaland e伍cient.

Table7coversthehydropowerprojectstobesharedbyJapanElectricGeneration

andTransmissionCompany.Theyare31in numberandabout467,000kWinoutput.

Fig.7is the generalaspectof the company,s schedulefor1949.

The funds required for these projects are shown on Tables3and9.Their exe-

Cutionlargelydepends uponthereleaseof thecounterpartfundsforJapan.

Whenalloftheseprojectshavebeencompleted,the electricitysupplyanddernand

Wi11bebalanced,butfutureincreaseofp?Wer demand willnecessitate a further

developmentinlarge volume.

[Ⅰ]緒 言

政府は昭和22年7月経済寅相報告書を､続いて翌23

年5月には其の続篇たる経済情勢報告書を家表し､吸後

の日本経済の賀態と今後の勤策に託て其の所信を表弧し

国矧こ其の施策に封する全面的な協力を要請した｡かゝ

る経済宜態の し識と見透しの上に立って其の努力目標と

して示されたものが経済復興計量委員昏に提出された所

謂五ケ年計葺の第一次試案である｡此の計室は其の後内

･外情勢の欒化に應じて男衆の改訂を経て現在修正第二次

試案となった｡此の試案は昭和24年度を初年度とし昭

一和28年度に至る五カ年間に本邦経済を或る水準に復興

せしめんとするものであるが､就中その電力部門に於て

は水力及び火力の尤大な新二規建設計董が立案せられてゐ

-る｡想うに我園の残された水力資源は未だ極めて豊富で

あるから､将来の自立経済の基盤は之の適切な田老に期

待する折が大であると云う事が出来る｡本文は上記層力

五カ年計蓋の概要と電源開署の必要性を解語し見返り資

金の放出に伴う本年度開讃計喜の大綱と､依って生ずる

:教具に託て其の要旨を詮鯛せんとするものである｡

[1Ⅰ]経済復興五カ年計量の概要

(1)計量概要と基本方針

昭和23年5月17日安冠木部の経済復興計毒委員禽

に依l)衣裳された所謂経済復興五カ年計芸第一次試案に

依ると､昭和23年度を初年度として以後の産業活動に依

り5年後の昭和27年贋造には極東委員昏で められた

昭和5～9年の生活水準に略々同復する如くなって居る｡

而して之が矧こは昭和22年度の彗置に勤し鎮工業生

で約3倍､輸出は9倍弓員､輸入は3倍強､そして労働の

生 性と宜質園見所得は共に2培えと何れも大きく増大

しなければならぬ事になって居る｡然るに其の後の情勢

の欒化に應じて計毒に修正作業を施した結果所謂第二次

改訂案が作成された｡本案の基本方針は次の如くであ

る｡

1.計蓋年次を1年延長し昭和23年度を準備期問と

し24年から28年に至る5カ年計蓋とする｡

2.計董の前期たる昭和24,25年魔の両年は賀施計

霊的なものとし後期3カ年は希望僚件をも織り込んだ目

標計量的なものとする｡

3.
一得的な回復方策を採らず重瓢を次の五望 に集中

する｡

(a)インフレー∵㌢ヨソの克眼(b)輸出の振興(c)電

力､錬鋼､石炭の増産､輪蓮の強化(d)食糧の噂喜

(e)災害の復喜と其の防除｡

而して比の計葺の目標とする所は最終年に於て合理的

な経済循環が可能な自立経済の達成に置かれて居り､繹

済の自立とは国際収支の均衡を可能ならしめる事で貿易
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(第1表)復興計蓋(第=次改訂案)とストライク報告復興構想の比較

第二次改訂案

員:瞭

人 口

生 活

(鎖エ

スト ラ イ ク 頚骨

年 匿

(千人)

水 準

.生産)
綜 合 指 数

聾電量(106kWb)

石 炭(千邁)

銅 塊(//)

普通鋼々材(//)

鉄 鎖(//)

硫 安(//)

過燐酸石衣(//)

硫 酸(//)

ソーダ荻(//)

苛性ソ←ダ(//)

園内滑費向繊維
(千ポンド)

碍

造 舶(千絶施)

貿 易(石高弟)

貿 易 外

昭和28年産

87,660

90%程度

134%

45,410

50,000

4,670

3,100

3,270

1,675

1,709

3,900

240･

340

760,000

589

玲出1600′･■1700

輸入1700～1800

純収入 100

昭和28年産

85,800

100%(昭5-9年平均に謝し)

(推定)164%(昭5-9年平均に謝し)

48,110

55,000

7,000

4,200

5,500

(推定) 2,094

(推定) 1,720

7,455

412

391

529,000

350

3,016

3,070

外純収入1億弟を加算して丁度輸出入バランスが採れる

如く計蓋して居る｡

過般来朝され､我国産業構遥に詳細な検討を加えて其

の意見を蟹表したストライク調査圃の復興構想を茶寮二

家政訂案と比較すると概要第1表の如くなり 盟に於て

倍五カ年計霊の方が可なり内輪に立案されて居る｡五カ

年計量(第二次改訂案)は前述の如く其の重箱を電力に

指向し､需要想定は石炭5000高塩､鋼材310蔑私綿糸

7.6億ポンド等旗工芙生封旨数を昭和5～9年の約134%

に採り､輸出の振興を計り輸出入バランスは17′-18億

弗に置かれて策定されたもので之に要する電力量は需要

瑞にて361億kWIl(ストライク報告では391億牒Wb)

教習側にて454億kWh(ストライク報告では481億

kWh)と算出されて居る｡

(2)電力五カ年計量

復興計毒の一環たる電力≡こカ年

計葦は上記の電力需要を満足せL

む可く立案された｡即ち第2表に

示す如く今後5カ年間に水力空電

所87 設備出力126菖kW

を新設し之に依り年間47億kWtl

の蒙電能力嗜加を計り(他に利月彗

率の向上に依る既設水力の増加16､

億kWbも考慮して居る)又第a

表に示す如く火力芝電所8地裁の･

新嗜設を行い之に依り31･5萬kW

の能力を噂加し､証設々備の改良

を徹底的に行い之に依り約40亀

kWの寛能力の智張を計り､一方

に於て老齢非能率な設備23萬kW一

を曖止して新設備に代替せLめて

市債な石炭の節洪を計る如く計苦

されて居る｡

更に関連設備として大電力の藩

距離迭電の焉1500limに及ぶ超高匿迭雪線を始め緒亘長

7800kmの新規送電線を建設し従来最も陸路と云われ

て居た遠雷能力を増加し､叉之に附随して640萬kVA

の撃琶設備､5.5萬kmの配電線を抜充して送配電鋭失

第2表 水力設備計宝(含自家用)

(単位1000kW)

備考 此の87地鮎中には運玲省1地敷設備出力75,000-

kW､自家用5地鮎38,000kWを含む｡従って純鼻

襲用は81地軸設備出力1,150,600kWである｡
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得3表 火力設備計毒(事業用)

(単位10dokW)

を22%に迄軽試せしめる｡

以上一貫した各種電力設備が結合籠力を盈拓し豊富な

水力資源と年間約780苗毯の石炭(内電気事業用は550

孟竃)を給費して前項の電力需要361億kWbを軌､､

以て瞥初の復興計量目標の達成に電力面の責任を果し得

る如く編成されて居るのである｡

[ItI]電源開署の必要性

(1)電力不足の理由

前項では電力を中心とした五カ年計董の概要を述べた

が､我国の産業再建､国民生活の安是の乱何故斯くの

如き電源開費計蓋が必要であるのか､以下順を迫って其

の必要性の取壊を考えて見たい｡

昭和の初頭より電力需用は毎年頓知の一途を辿り､些

かの蹴返も見せず逸に昭和18年には過去の最高を記録

L璽19年の5月には月間の最高寛績となり借上昇の兆

を見せたがト以後のうち続く室襲と資材不足の琵生蕾は

減じ電力需要も之に伴って昭和19年未頃より急速に減

退し始め､途に終戦時には最盛期の1/3以下となり､僅

かに重病人の脈博の如くかすかな哉動を停えて居たに過

ぎなかった｡然し漸く放心から起った人々は生きんが篤

に資源不足の簸寄せを豊富な電力に求め､能率を無視し

た電気の熱的使用は全国的に撮り､かゝる需要は忽ちに

Lて残された供給余力を違に凌駕し､早くも終軌の翌年

からは電力は不足し始め､以後之は慢性的となって4年

彼の今日迄紹えず続いて居る｡一般生責力の回復は左程

進展せぬのに電力のみは過去の最高を上廻る帯生産をあ

げ乍ら倍不足する理由は概ね次の如くである｡

(a)電気化準工業用電力が激増した事

特に大量の電力を使用する硫安､カー㌧バイト等の産業

は過去の記銘以上の生産を挙げて居る｡

(b)生産工程の電化に依り電力滑費量が噂加した事

(C)エネルギー資源の不足から産業の電化が促進さ

れた事

終戦後､石茨､石油等エネルギー資源の不足の焉､鋳

造電化一重業用電気嘘､電熱塩等の使用が檜加した｡

(d)生貢條件の悪化に依り電力原軍位が噂カにLた事

例えば表坑に於ける坑道の伸長等の如く生産條件の意

化に依り電力原塁位の噂加して居るものが多い｡

(e)使用原材料の品質低下に依り原単位が噂加した

事

終戦後石茨等の使用原材料の品質が低下した焉､同一

生産に多量の電力滑費を必要とする｡

(f)｢投工業の稼働

的に低下しない事

の低下に依り電力消費は比例

工場動力用としての電力は速風､排水の如く一般的に

滑費量が疎掛率に依って大差ないものが多く､従って稼

働率の低下に依って電力滑費はそれ程減少しない｡

(g)人口智加による民生安定用電力が噂加して居る

事

斯くの如く電力需用は槍大して居るが之はエネルギー

資源の全般的な不足が電力の負培を噂して居る琵であり

エネルギー全醒としては倍1入営り滑費量で昭5-9年

平均の90%程度で必らずしも噂大して居るま畢ではな

い｡

(2)エネルギー資源としての電力の重要性

我国のエネルギー資源滑費の構成を見ればその主淀を

諾すものは石家と水力電気である｡第4表に開かな如く

戦前の平均(昭5-9年)を見ると比の雨着で全迫の約

釦%であったが戦後に於ても石炭生産に不振を極めた

とは云え､やはり83～86%を占めて居る｡但し其の構

成に放て著しい相蓬は石茨と水力電気の比重が極めて接

近して来た事である｡石油其の他の資振は費易で問題に

ならぬ｡石茨は確かに過去に於ては最大の資源であり､
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第4表 各種エネルギー滑費真横の推移

石 茨 諺 宋 石 油 木 罪 水力電気

(単位6500keal仲g石炭換算108ton)

人口(千人)憶主査弧〉
紹5′〉9年平均

比率%

掲10 年

比率%

陪Il年

比率%

臓12 年

比率%

昭17 年

比率%

帽 21年

比率%

招 22 年

比率%

紹 23 年

比率%

33.976

(60.2)

42,707

(ぞl.4)

46,920

(62.4)

50,935

(61.2)

56,639

(63.3)

17,041

(37.8)

22,750

(43.5)

29,93(;

(47.8)

3,683

(6.5)

5,420

(7.8)

5,Ⅰ92

(6.9)

6,904

(8.3)

2,354

(2.6)

1,03S

(2,3)

1,877

(3.6)

2,520

(4.0)

5,999

(札6)

6,199

(8,9)

5,925

(7.9)

7,0≡4

(8.5)

7.557

(8.4)

3,637

(8.0)

3,470

(6.6)

3,156

(5.0)

2,071

(3.7)

2,363

(3･4)

2.238

(3.0)

2.436

(3.0)

2,816

(3･1)

】,567

(3･5)

l,660

(3-.2)

2,026

(3.3)

】0,687

(】8･9)

12,797

(18-4)

Ⅰ4,844

(19.7)

15,650

(18.9)

19,300

(21.6)

20,580

(45.5)

20,850

(40･0)

23,606

(37.8)

56,480

(100･0)

69,595

(IOO.0)

75,178

(IOO.0)

83,044

(100.0)

89,531

(100.0)

45,153

(100.0)

52,252

(100.0)

62,542

(川0.0)

66,361

69,254

70,2S8

71,253

75,114

75,894

78,091

80,697

0.85

1.00

1.07

L17

1.i●l

0.60

0.67

0.87

備考 本義ほ過去に放けろ各塩エネルギー市費量な6500ke叫kgの石炭に換算せる数字を示t■て居る｡終電後水力電気の比率が急檜した事が開

かであち｡

尤大な需用に無理に動かされて来たがヽ もともと其の塩

銃量は､諸外国に比較して著しく少く､生産陳件も劣り生

産量も飽和に近附いて禿て居る｡従って限度のある石茨

資源は成る可く節約し､用途も化撃原料用に極力充愛す

る如く心髄ける事が肝要である｡依って今後のエネルギ

ー資源としては石茨の噂憂を計るとしても之に多くを期

待する専は無理である｡之に反し水力資源は未だ未開空

地粘が約1400萬k∇以上もあり年間可能家電量的8∝)

億kWhと云われ而も之は塞きる事の無い循環資源で

ある｡かゝる考露は前記五カ年計量に充分採り入れられ

最終年度に於ては産業の基礎は電力中心に移行する如く

計葺されて居るのである｡

[1V]開草計量具髄化の推移

(1)G.打.Q.認諾の経過

政府は先に電力五カ年計喜茸行えの第一歩として昭和

23年11月ヽ初年度着工預定の水力37カ鞄票掛こ就き具

陛的内容を添えてG･H･Q･常局へ申請したが其の後辛才

に亘る詳細なる検討の結果､遜に翌24年6月3日33

ケ砲戦に勤し待望の し琵に閲する覚え書きが塗せられ

た｡而してそれに依ると資材､資金の見透しに應じて第

5表に示す如き順位に依りエ事に着手するも差支え無き

6

冒弧際に記されてあった｡此の朗哉は関係者を欣喜せし

め久しく計量の域を出なかった本邦の電疎開著も此虞に

漸く其の箕現化えの亘歩を大きく踏み出す事となったひ

此の33カ鞄粘は合計118萬kW､内日本襲遠雷所属

のものは30カ地籍合計出力109菖kWである｡而して

最優先A類に屈するもの18地黙約39.9蔑kWB顆

は4砲戦3.5萬kW､C類は8地裁65･9萬牒Wで

あって､B,C類は殆んど経べて貯水池式であり､特に

C類はエ事期間の長い大地粘で､将爽の培養地粘として

考慮される可きものである｡

其の後約3カ月の期間を経て9月19日更に第=同月

の朗報が貸され､徒釆最も問題の多かった火力家電設備

の振充計宝7鞄葦及び一部追加申請中の水力2地歎(他

に配電其の他自家用を含めて5地熱)の諷琵が蒙せられ

た｡其の順位及び工事概要は第6表に京す如くである｡

以上に依り我々の計芸に封する第一條件は蓮せられた

謬で何同か繰り返し修正を加えて今日に至った五カ年計

葺も将来の目標よりは寧ろ現真の需給状況緩和の籍延い

ては日本の産業再建の雷の電源閃蒙として其の異性化の

箱一歩が踏み出される轟となった｡

(2)電源開車の方針及概要

前記の如く五カ年計量初年度の預定は相次ぐG･H･Q･
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第5表 水 力 閃 讃 芸萱地 一 覧 表
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変電所名

成 出

新 潟 村

平 岡

前 提

久 保 内

五 條 方

甲 佐

丸 山

箱 島

森 原

新 庄

蘭 越

沼1軍 沼

津 ミュ

緒名軍二

嘉 湘

軍三た黒川

上 椎 葉

笹 ケ 嘩

朝 日

内ケ谷筍一

然別第二

井 川

有 峰

和 田 川

大
眞
川
筍
二

田 子 倉

五里山笥一

奥 只 見

モ工 即

野山笥ニ

辟 ㌔ 型

名i式

富山靡

島櫨解

長野腰

〝

ニ､一

面井腐

!こ-;.

岐阜脛

群馬腰

贋島腰

京都府

北海這

南島辟

大分靡

富山靡

秋田腰

愛媛腰

宮崎腰

､､､､､:

岐阜辟

〝

･､!.:､､

岐阜部

富山靡

〝

∴-∴∴

ニこ‥∴:

藤島廓

北海道

岡山辟

32地霊

水 路

/′

貯水撒

水 路

〝

最大水量

(立方米毎秒)

53.60

62.20

45.45

185.50

120.20

Ⅰ30.00

25.10

81.70

82.00

57.10

75.00

12.30

215.54

46.60

303.00

26.80

201.60

122.70

8Ⅰ.80

196.30

90.50

243.00

277.50

433.80

26.53

526.54

79.00

135.00

148.00

149.10

35.85

39.80

16.67

IlO.00

17.50

7.50

14.00

19.30

156.09

25.00

14.00

11.33

54.00

24.20

7.00

1.70

85.DO

2.30

81.5

32.10

5.40

8.50

60.00

1.90

6.99

4.11

7.20

180.00

2.00

310.00

15.00

18.00

最 大

16,300

8,510

4】,000

Z7,500

7,200

15,000

3,900

105,Ol)0

16,300

6,300

7,000

3,000

43,600

2,600

4,100

19,00u

3,700

80,000

20,800

8,600

6,200

118,000

4,000

nU
O4-ワん

650

30,000

114,000

2,100

367,00(1

8.600

3,30q

l,117,260

9,000

2,Ⅰ50

2(),500

9,800

2,800

4,300

1,750

31,500

12,700

2,700

2,700

2,400

日,500

800

2,600

8,040

2,100

12,400

6,200

2,200

5,400

53,600

650

15,900

0

4,170

66,000

870

67,口00

尖

12,650

2,150

30,750

9,即0

2,800

4,300

1,750

68,300

12,700

2,700

4,800

2,40D

48,980

800

2,600

13,520

2,川0

97,500

14,400

32,300

8,600

5,400

128,900

650

ハU52,

4,170

133,000

5,410

430.500

420

1,137,050

年間常盤
電力量

(1000Ⅰ【WE)

130,640

53,900

〔0299

nU〔n一っ
｢65,

47,520

97,000

23,550

603,400

129,810

35,600

46,750

23,600

77,920

16,500

33,800

7Z,300

27,削0

237,000

28,900

131,600

34,200

42,000

629,900

認 諾

年月日

●∴...

272,120

372,Ⅰ31

18,960

534,976

25,012

18,750

4,130,949

疑設再開命令

(年月日)

24年!空
足遊資
金計藍

(再)24.6.29

(〝) 〝

(〝) 〝

(程)24.】0.14

(苛垂)24.7.14

(再)21.10.22

(埴)24.7.14

(再)Z4.6.29

25.Ⅰ.31

24.7.14

24･12■2ql

24･10･221

2J.6.29㌔
(再)24.9.15

(再)24.6.29

(唾)24.12.20

(建)24.9.15

(〝) 〝

(極)24.7.14

(再)24.6.29

(〝) 〝

(〝) 〝

(′′) ′/

24.9.19(再)24.10.29

(再)24.10.29

C〉

○

〔)

○

(〕

C〉

○

C

0

0

0

0

0

0

⊂)

(⊃

0

0

(ま)l･○印は24年度見返資金討藍地先在京し､(堵)は嘩設命令､(再)は再開命令夜示す｡

2t 江臥勝山筍二は共に2訳横の檜設工事で最大水量は完成後の全量な示し､出力ほ本工事に依る増ガロ分を示す○

の認琵に依り愈々其の具盟性が興えられたが､之等の砲

戦の中にも一長一短あり､宜施の場合には地域別需給状

況を考慮し､慎重に撰足する事が必要である｡従って我

々は今回の宜施に普って次の如き方針を樹てた｡

元来我国の水力は豊渇水に依る出力欒動が甚だしく､

之を火力に依って補給して居る｡即ち電力事情は天候に

左右される暗が大きく､極力人工的に之を調整せんと努

カして居る｡従って之が矧こは大容量貯水池式車電所の

建設が需給上経済上最も望ましいのであるが､尤大な建

設資金と長年月の期間を要するので現在の如き逼迫した

経済情勢の下に於ては､寅施困難であるばかりでなくヽ

営面の電力需給の是正に間に合わない怖れがある｡従つ

て今次賀施計量の基本方針としては
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第6表 火 力 閃 筆 記 琵 地 籍 一 覧 表

阪位 雪空電厨名

i工 別

潜 第 二

砂川(一基)

4､野 田

染上(一基)

名 島

紡 勝 沼

種 別 肝扉名
増 加 出 力

平均最大

しklヾ)

電力量
(IOOOkWE)

エ 事 既 要
認.琵

年月日

唾設再露命令

年 月 日

24年虔見
返資金計
重

北海道

頑■ 岡

北海苛

山 口

宿 圃

--:∴二

14,ODO

50.000

27.000

40,的0

35,ODO

20,000

25,000

211,000

63,70D

273,300

114,300

123,60q

191,300

111.000

84,000

96】,200

第6･7駅汽躍檜設工事,

第2課汽磯及第3･4筑汽曜増設工事

第1読汽機及苓1～3窮汽擢新設工事

第2訳汽機及笥,.4.5.読汽確増設工事

第1訳汽機及笥1･2訳汽曜新設工事

トップタービン及2汽濃新設工事

誘7･8訳汽淀檜設二重

24･9･191て建)24.11.6

(縫)Z4√1l.5

(再)24.11.6

(雇選)24.11.5

(再)24.12.15

(墜)2i.1Z.15

註○印は24年度見返茸金計生地箱な示し､塵)は鴇設命令､(再)は再開命令(攣)は欒更意令色示す｡(績)ほ工事畿績の通達程示す｡

(1)需給の不均衡是正の篤､早急に竣功し､ 戻して速かに出力を同夜し､又合理的潮流に合致せしめ

効果の大なるもの る如く蓬配電線工事を行って大量の損失電力を軽兢し､

(2)建設資金の総額が少くて済み､且つ経済 通切な計器の取付工事に依り消費者の電力使用を合理化

的､能率的なもの

を慎重に法定し､且つ絶括的に見て将来の電力原債に悪

影響を残さぬ様に充分考慮を撲った｡巳ロち第一順位とし

て証設の設備を有数に補修､改良し戦時中の荒榎を取り

せしめる等､現有設備の完全利用を計る工事を選び､更

に第二順位として現在の逼迫せる電力需給状況を取木的

に解決する籍､相常量の水火力設備の新檜設工事を加え

る事とした｡

第1国 見返り資金に依る昭和24年度計墓地粘一覧表

Fig･1,The List of Schedu]ed Works bases uponJapan Aid Lundin1949.
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之を設備別に概観すると水力としては渓流の坂入､堰

堤の嵩上等の改良工事に依り沈設々備の有数利用を計る

事は勿論､所檜設工事としては現在工事胞績中のもの､

終戦常時､工事中止となり､牛成品の鹿放置せられて居

るものの再開に重

■■■F至コ!~･`己■■■l包】■･lヨ.1‖｣.E..･.._..::-

を置き､更に所凝着手工事としては

申より順位の上位にあり､而も有利な貯水

池式又は既設貯水池を利用し得るもの､短期間に完成す

るもの等を需給逼迫定に應じて附加する事とした｡

火力に託ては微粉茨磯の檜設等改良工事に依り既設々
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備の有数利用を計ると共に電力事情の第屈な産米地方に

於て佐賀茨を経済的に利用し得る新噂設工事を認琵地鶏

申より撰揮した｡即ち汽碇を檜設してタービン出力の噂

加を計るもの､終戦後中止した牛成晶工事を再開するも

の､又老朽設備の蘇生工事とも云う可き我国始めての前

置タービン計葦等も考慮してある｡

更に遠雷設備に託ては戦時中鋼材不足の馬水力重電所

の新設に比較して不常に少く､従って現在では迭電損失

が著しく噂加し且つ供給が不安定となって居るので､今

第7天 水力叢屠所洩売改良工事竣功預定表(日護討董分)

(註)(1)○印は6月3 H

X印は9月19日

G.Ⅱ.Q より認産毛得た地先

(Z)△印ほ改農工事
(3)●≡口技工事中
(4)軍位kW･()内ほ地黙革
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同着工のものとしては之等損失を有利に軽減し得るもの

を最優先に考慮した｡

以上の外､力率改蔓の馬の詞相設備を適所に適量を設

置し､迭配電容量の檜大を計り､積算電力計を大量に設

置して滑費を合理化し､電力の盗用を防止し､併せてそ

の使用状況を閉際ならしめる事も計毒されて居る｡

以上の方針に基いて策定した寛施計量の内水力牽電計

喜を故功年度別に日本変速閻合融分に託て示せは集7表

の如くなり捷充工事絶計26地類45.6萬kW.改艮工

事に依り設備出力の檜加するのは5地粘約1.1萬kW

合計31地割約46･7菖kWである｡叉木年度計量全貌

を国元すれは第=馴こ示す如くであり､北塩乱九州地

方の如く特に電力事情の逼迫せる地方は水力､火力共重

電設備重矧こ､本州中央部は電力潮流改善､損失軽減等

の教果を持つ遠雷設備が相営量織り込まれて居る事が分

る｡

(3)見返資金と電源閲蟄

以上の計葺を寅施する場合､今後何年聞かに亘って相

常尤大な資金及廣範囲に及ぶ資材､特殊技術を要する多

量の労務を必要とし､之等が完備しなけれは如何に必要

な計葺でも董餅に過ぎない｡中でも最も重要で急を要す

るのは資金である｡電源関空に要する資金は相督多額に

上り､且つ長期間に亘り､而も金利は低い程事業の性質

から云って好ましいので一役市中の融資には最も藻り難

い0我々は本年度から設定された封臼援助見返資金は電

源関空の如き国内的には調達困難な設備資金に最適であ

ると考え､社債､替資等自己調達の限度を起した所要分

に勤し第8表に示す如く之が借入を忽話し､証に手折き

を完了して､G･H･Q･営局の許可を待機して居る｡同

表に示す如く本年度見返資金の所要額は絶額145億臥

工事絶件数は549件に及んで居る｡丙日き分は第l匪=こ

示す技充工事及一部改良工事を併せて110.5 億園であ

る｡日費分の設備別内諾は第9表に示す如く蹟充90億

囲､改良は20･5億園であり､此の外に社債噂資等自己

調達資金に依るもの約41億:囲がある｡

以上の見返資金の放出は今後の電源閑葛問題の動向を

左右する最大の鍵であり､此の結果の如何は我国の琵業

論特集挽

10
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再建に重大な影響を及ぼすものと考えられる｡

一帯8表 昭和24年度見返資金所要額内幕表

電気事業用施設

内澤 日 算

配 電

小 計

願 啓

白家用施設

機器製作者試験設備

合 計

13,740首萬囲

11,050

2,141

13,191

549

650

110

14,500 // 549

第9未 昭和24年度損充改良工事所要資金内

(畢任官萬囲)

(4)昭和24年虔電源閲章二事に依る数果

現在電力需要は供給力を上廻って居るのであるが､果

して其の需琴は何程であるか｡其の寛態を掴む事が何よ

りも肝要であり､最も苦心を要する所である｡我々は昭

和24年3月頃の電力巷情極めて艮好であった日の宣績

を基礎として､供給力さへ許せば宴際に現はれたであろ

う宜在需要を推定して居るが､計算結果に依り年鹿妻電

量に於て約370倍kWh最大電力に放て約550萬kW

程度と見て居る｡(自家用に依るものを除く)｡此の尤大

な需要は昨年度の如き異常な聖水年の供給力を以てして

も箇約10%前後の不足を生ずるのであり､平水年､渇

水年を考えれば20%以上の滑費親正を必要とするもの

と推定される｡

然し今岡計量された工事が迭行された後に於ては水力

に於て約22億kWh､火力の能力檜加の馬約10臆
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kWbの噂強が可能であって前記寅在推定需要を目標と

すれば大略､之に應じ得る事となり､僅かに渇水期電力

に於て7%程度の不足を見るのみで大畦均衡状態が得ら

れる｡然し乍ら水力変電カは渇水年に逢着すると出力が

著しく低下するので確寛な供給を期する焉には､更に又

自然替加する電力要需の本質を考えれば今後筒引続いて

相皆量の電源開牽が必要となる事は明かな尋聾である｡

叉火力重電の増強は限度ある石茨資源の温存を計り､

同一石茨で多量の重電を質し､従って関連的に水力の利

用率向上に大なる数果を典える寄にもなる｡

[Ⅴ]結 論

電力は産業再建の基盤であり国民生活の必需品であ

る｡口に文化を唱え乍ら灯用にさえも充分電気が配給さ

れぬ様な国民生活も､又電力が足りぬ符､他の-尉牛は完

備して居る生産設備を長期間遊休化せしめ従って製品凍

債を高騰せしめる事等は全く時代に逆行するものであり

平和な自立経済の樹立を板垣から破壊するものに外なら

ない｡電源の増強は焦眉の急を要する｡以上敷項に豆つ

て述べた今年度電力施設計芸は差営って此等の問題を解

決する最少限度のものである｡

工事に必要な資材､資金､労務等に就ては準備態勢略

々整って居る｡中でも資金に関しては前述の如く其の大

部分を封日援助見返資金に仰ぐ事とし尤大な申請書類を
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作成し既にG.H･Q･営局に提出､其の使用許可を待機

中である｡､

今や取後初の劃期的電源閃章二事は全国民の輿望を拾

って沸を持して居る｡

我々は見返資金の早急にLて適切なる放出に依り電源

関空工事を園滑に吏足せしめ､少く共電力が生産不振の

主因とならぬ様､叉国民生活に暗影を及ぼさぬ様全力を

轟くして此の責務を完遮せんとする意気に燃えて居るの

である｡本工事遮行に閲し製作者各位の積極的な御協力

を得て比の目的達成に成功せん事を熱望して止まない｡

追 盲己

本稿を脱して間もなく11月30日附にて待望の第一岡

見返資金の放出許可があり端係者全員を欣喜せしめた｡

許可の金額は18･34億園であり､封象工事は水力5件､

(宮下､尾瀬払長澤､分水第四､押野瀬)合計27,7抑

kW､火力2件(小倉､戸畑)合計70･00OkW､其の他

迭電3件合計122kmで何れも越境工事である｡更に

12月31日第二同として■43･08倍囲が水力9件､94,410

kW(江卸､勝山第二､成出､新濱村､平岡､久保内､

甲佐､蘭越､津江)火力4件､121･000kW(施策二､砂

川ヽ江別､小野田)其の他蓮欒電通信設備､改良工事に

封して放出が許可されl窓々電源閑草は新春と共に本格

的寅施の段階に突入する寄となった0




